
岳
陽
樓
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范
仲
淹 

 

慶
曆
四
年(

一
〇
四
五
年)

春 

 
 

居
廟
堂
之
高.

則
憂
其
民 

廟
堂
の
高
き
に
居
り
て
は
則
ち
そ
の
民
を
憂
え 

處
江
湖
之
遠
則
憂
其
君 

江
湖
の
遠
き
に
処 お

り
て
は 

則
ち
そ
の
君
を
憂
う 

是
進
亦
憂 

退
亦
憂
也 

こ
れ
進
む
も
亦
た
憂
い 

退
く
も
亦
憂
う
る
也 

然
則
何
時
而
樂
邪 

然
ら
ば
則
ち
何
れ
の
時
に
か
楽
し
ま
ん
や 

其
必
曰 

先
天
下
之
憂
而 

そ
れ
必
ら
ず
天
下
の
憂
い
に
先
立
ち
て
憂
え 

後
天
下
之
樂
而
樂
歟 

 

天
下
の
楽
し
み
に
後
れ
て
楽
し
む
と
曰
わ
ん
か 

（
先
憂
後
楽
、
後
楽
園
の
由
来
） 

 


